
次世代に技術で挑む
群馬県産業界

前橋市市街地から高崎市市街
地へと続く 手前は利根川

　
東
京
都
か
ら
１
０
０

ほ
ど
北
に
位
置
す
る
群
馬
県
。
茨
城
県
と
栃
木
県
と

と
も
に
北
関
東
圏
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
人
口
は
約
２
０
０
万
人
で
、
利
根
川

を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
水
と
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
る
。
明
治
時
代
か
ら
繊

維
産
業
が
栄
え
、
戦
前
の
一
大
飛
行
機
メ
ー
カ
ー
の
中
島
飛
行
機
も
群
馬
県
で

生
ま
れ
る
な
ど
、
群
馬
県
は
日
本
の
近
代
化
と
と
も
に
モ
ノ
づ
く
り
の
伝
統
を

育
ん
で
き
た
。
目
下
、
急
速
に
変
化
す
る
経
済
情
勢
の
中
、
群
馬
県
の
産
業
界

に
も
変
化
の
芽
が
息
吹
い
て
い
る
。

トヨタ自動車と富士重工業の共同開発スポーツ車
ラインオフ式典 太田市の富士重工業群馬製作所

拡張が進む高崎渋川線バイパス

モ
ノ
づ
く
り
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
新
た
な
船
出
へ

次
世
代
産
業
の
模
索
相
次
ぐ

交通インフラ整備急ピッチ
物
流
・
観
光
の
利
便
性
向
上
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２
０
１
２
年
１
月
の
鉱
工

業
指
数

季
節
調
整
済
み
、

年

基
準

の
生
産
指
数

は
１
１
４
・
１
で
前
月
比
４

・
３
％
増
加
し
た
。
特
に
群

馬
県
経
済
を
牽
引
す
る
自
動

け
ん
い
ん

車
産
業
が
好
調
だ
。
産
業
別

生
産
指
数
で
見
る
と
輸
送
機

器
は
１
８
２
・
０
と
、

年

秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前

の
ピ
ー
ク
値
を
は
る
か
に
凌し

の

ぐ
。

　
し
か
し
、
今
は
自
動
車
産

業
を
中
心
に
好
調
を
維
持
し

て
い
て
も
、
先
行
き
を
楽
観

す
る
声
は
県
内
で
ほ
と
ん
ど

聞
か
れ
な
い
。
国
内
人
口
の

縮
小
や
新
興
国
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
な
ど
か
ら
、
電
機
産

業
や
自
動
車
産
業
で
は
生
産

拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
が
着
々

と
進
ん
で
い
る
。
先
端
産
業

の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化

汎

用
品
化

の
流
れ
も
急
速

で
、
群
馬
県
の
産
業
界
も
変

化
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
富
士
重
工
業
は
２
月
末
で

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
軽

自
動
車
生
産
の
歴
史
に
終
止

符
を
打
っ
た
。
「
ス
バ
ル
３

６
０
」
を
は
じ
め
、
同
社
は

戦
後
の
軽
自
動
車
の
発
展
を

引
っ
張
っ
て
き
た
。
そ
の
軽

自
動
車
を
生
産
し
て
い
た
群

馬
製
作
所
本
工
場
は
今
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
と
共
同
開
発
し

た
ス
ポ
ー
ツ
車
「
ト
ヨ
タ
８

６
」
と
「
ス
バ
ル
Ｂ
Ｒ
Ｚ
」

の
生
産
工
場
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。

　
同
社
は
ダ
イ
ハ
ツ
か
ら
軽

自
動
車
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

相
手
先

ブ
ラ
ン
ド

供
給
を
受
け
る

こ
と
で
、
今
後
も
軽
の
販
売

自
体
は
続
け
る
。
顧
客
の
低

価
格
志
向
や
低
燃
費
な
ど
を

追
い
風
に
、
日
本
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
多
く
が
軽
自
動

車
に
力
を
注
ぐ
。
そ
の
中
で

富
士
重
工
業
は
軽
自
動
車
の

開
発
・
生
産
か
ら
撤
退
し

て
、
登
録
車
に
注
力
す
る
と

い
う
判
断
を
下
し
た
。
同
社

で
は
北
米
を
中
心
に
販
売
好

調
が
続
く
。

　
ま
た
群
馬
県
は

年
５
月

に
「
次
世
代
産
業
振
興
戦
略

会
議
」
を
立
ち
上
げ
た
。

「
次
世
代
自
動
車
」
、
「
健

康
・
福
祉
」
、
「
ロ
ボ
ッ

ト
」
、
「
環
境
・
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
、
「
観
光
」
の
５
つ

の
部
会
を
設
け
、
企
業
、
大

学
、
金
融
機
関
、
公
設
試
験

場
な
ど
が
参
加
。

オ
ー
ル

群
馬

体
制
で
新
産
業
の
創

出
に
臨
む
。

　
こ
れ
ま
で
各
部
会
で
講
演

会
や
視
察
会
な
ど
を
重
ね
て

き
た
が
、
４
月
か
ら
は
産
学

連
携
の
活
性
化
を
図
る
。
ま

ず
大
手
企
業
出
身
の
技
術
者

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
採
用
す
る
計
画
で
、
大
学

の
研
究
シ
ー
ズ
を
紹
介
す
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
設
け
る
。

産
学
連
携
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い

が
、
「
中
小
企
業
に
と
っ
て

大
学
は
依
然
と
し
て
敷
居
の

高
い
存
在
」

工
業
振
興

課

で
あ
る
の
が
現
状
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
産
と
学
を

隔
て
る
壁
を
取
り
払
う
の
が

一
つ
の
狙
い
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
新
産
業
創
出
に

向
け
、
民
間
企
業
も
動
い
て

い
る
。
群
馬
県
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の
下
、
２
月
に
県
内
の

若
手
経
営
者
を
中
心
に
企
業

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
に

つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
た
。

　
若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ
の

中
心
人
物
の
一
人
、
吉
田
製

作
所

太
田
市

の
羽
柴
孝

之
社
長
は
、
「
こ
れ
ま
で
の

愚
直
な
生
産
性
改
善
を
得
意

と
す
る
製
造
業
の
や
り
方
に

は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
懸
念
す
る
。
一
方
、

「
高
い
技
術
を
使
わ
な
く
て

も
、
切
り
口
次
第
で
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
を
切
り
開
け
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
考
え
る
。

　
現
在
、
大
学
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
医
療
分
野
を
模
索

す
る
な
ど
の
活
動
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
参

加
し
た
荻
野
製
作
所

榛
東

村

の
荻
野
修
社
長
は
、

「
す
ぐ
に
事
業
化
す
る
の
は

難
し
い
も
の
の
、
医
療
分
野

に
も
我
々
の
技
術
や
サ
ー
ビ

ス
を
生
か
せ
る
余
地
が
十
分

に
あ
る
と
分
か
っ
た
」
と
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
３
月
に
群

馬
、
栃
木
、
茨
城
の
北
関
東

３
県
に
「
北
関
東
自
動
車

道
」
が
全
線
開
通
し
て
１

年
。
群
馬
県
と
し
て
は
観
光

客
の
増
加
や
企
業
誘
致
な
ど

に
弾
み
を
付
け
た
い
と
こ
ろ

で
、
幹
線
道
路
の
延
長
や
車

線
拡
大
な
ど
、
県
内
の
交
通

網
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。

◇
　
　
◇

　
北
関
東
自
動
車
道
の
開
通

前
は
北
関
東
３
県
間
は
互
い

に
近
い
よ
う
で
移
動
に
時
間

が
か
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

同
地
域
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
上

の
弱
点
が
北
関
東
道
に
よ
っ

て
一
挙
に
解
消
し
た
。

　
群
馬
県
内
に
は
県
を
縦
断

す
る
関
越
自
動
車
道
や
長
野

県
へ
と
通
じ
る
上
信
越
自
動

車
道
、
県
東
部
を
通
る
東
北

自
動
車
道
が
存
在
す
る
。
北

関
東
自
動
車
道
の
開
通
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
道
が

す
べ
て
互
い
に
つ
な
が
っ

た
。
こ
れ
は
、
北
関
東
、
東

北
、
甲
信
越
、
都
心
部
へ

と
、
群
馬
県
か
ら
東
西
南
北

へ
の
い
ず
れ
の
方
角
に
も
移

動
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。

　
北
関
東
道
の
全
線
開
通

後
、
群
馬
県
が
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
県
内
の
幹
線
道
路

網
の
整
備
だ
。
目
下
、
前
橋

市
や
高
崎
市
、
太
田
市
、
桐

生
市
な
ど
の
市
街
地
か
ら
高

速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ

Ｉ
Ｃ

へ
と
つ
な
ぐ
道

路
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

高
速
道
路
に
よ
る
利
便
性
を

い
っ
そ
う
高
め
る
狙
い
だ
。

　
ま
た
こ
こ
数
年
、
国
道

号
や
国
道
３
５
４
号
な
ど
の

幹
線
道
路
で
拡
張
や
４
車
線

化
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
県
内
の
都
市
部
間

の
移
動
時
間
が
短
縮
し
た
。

例
え
ば
、
前
橋
市
と
高
崎
市

の
中
心
部
間
の
移
動
は
、
朝

夕
に
混
雑
時
は
１
時
間
ほ
ど

要
し
て
い
た
が
、
３
５
４
号

線
の
一
部
区
間
の
４
車
線
化

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
中
心
部

間
を

分
以
内
に
移
動
で
き

る
よ
う
な
っ
た
。
同
様
に
太

田
市
市
街
地
の
ア
ク
セ
ス
性

も
４
車
線
化
に
よ
っ
て
改
善

さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
地
へ
の
移
動
時
間
も

短
縮
さ
れ
る
。
３
月
に
高
崎

市
か
ら
渋
川
市
へ
の
バ
イ
パ

ス
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、

渋
川
市
内
の
伊
香
保
温
泉
な

ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
改
善
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
沼
田
市

か
ら
片
品
村
内
へ
と
続
く
、

国
道
１
２
０
号
椎
坂
バ
イ
パ

ス
も

年
度
に
完
成
予
定

だ
。
こ
れ
に
よ
り
尾
瀬
高
原

や
同
村
の
ス
キ
ー
場
、
栃
木

県
日
光
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
性

改
善
が
期
待
で
き
る
。

　
群
馬
県
は
震
災
や
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

が
少
な
い
と
さ
れ
る
。
実

際
、
東
日
本
大
震
災
で
は
建

物
が
損
壊
す
る
な
ど
の
直
接

的
な
被
害
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
群
馬

県
の
強
み
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。

　
た
だ
、
茨
城
県
と
栃
木
県

の
北
関
東
２
県
は
北
関
東
自

動
車
道
の
全
線
開
通
を
見
据

え
、
工
業
団
地
の
造
成
に
手

を
打
っ
て
き
た
の
に
対
し
、

群
馬
県
で
は
工
業
団
地
の
造

成
が
遅
れ
て
い
る
。

年
に

群
馬
県
は
企
業
立
地
件
数
が

件
と
全
国
１
位
に
輝
い

た
。
一
方
、
敷
地
面
積
で
見

る
と

で
全
国
５
位
と
、

大
規
模
な
立
地
が
少
な
い
の

が
長
年
の
課
題
だ
。

　
大
規
模
な
企
業
立
地
の
受

け
皿
と
な
る
の
は
主
に
工
業

団
地
だ
。
し
か
し
、
過
去

年
間
ほ
ど
群
馬
県
内
で
工
業

団
地
の
造
成
の
動
き
は
鈍
か

っ
た
こ
と
が
響
き
、
大
規
模

な
工
業
用
地
の
空
き
に
関
し

て
、
弾
切
れ
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
企
業
が
必
要
と
し
て

い
る
時
期
に
土
地
を
提
供
で

き
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の

機
会
を
失
い
か
ね
な
い
。
群

馬
県
は
巻
き
返
し
に
向
け
、

年
度
内
に
工
業
団
地
の
造

成
に
関
す
る
計
画
を
発
表
す

る
予
定
だ
。


